
 

 県選出国会議員との意見交換を実施 

・ １０月８日（水）、敦賀開業の３年前倒しを図るための 

今後の取組みなどについて、県選出国会議員と県、県議 

会、沿線市、経済界による意見交換を行い、その後央要 

請を実施しました。 

・ 意見交換において、知事は「新幹線は地方創生の観点か 

らも重要な基盤。３年前倒しを最重要課題と位置付け、 

力を合わせて取り組んでいきたい。」と決意を述べ、年末 

の予算編成に向け、県内一丸となって政府・与党への働 

きかけを強めていくことを確認しました。 

・ 山崎参議院議長からは「これからが正念場。年末まで残 

された時間はわずかであり、中身の濃い要請活動を通じ 

て理解を得ていきたい。」、稲田自民党政務調査会長から 

は「金沢開業で石川県は盛り上がっている。金沢からの 

遅れをできるだけ少なくするためにも３年前倒しは最低 

限。」との発言があり、全力を挙げて取り組むことが示 

されました。 

 

 敦賀までの３年早い完成・開業を強く要請 

・ この後の中央要請では、必要な財源を確保し、敦賀まで 

の開業を３年早めることなどを政府・与党ワーキンググ 

ループメンバーに強く求めました。 

・ 要請には山本衆議院議員、助田衆議院議員、滝波参議院 

議員も同席し、地元の熱意を伝え、ワーキンググループ 

の結論を年末に出すよう働きかけていただきました。 

・ 政府・与党ワーキンググループの主宰者である加藤内閣 

官房副長官から、「これまで待っていた苦労や地元の思 

いはよく分かる。財源を含めしっかり議論し、年末には 

答えを出したい。」との発言がありました。 

・ また、町村与党整備新幹線建設推進プロジェクトチーム 

座長からは、「地方の人口減少対策、経済波及効果など 

から、敦賀開業前倒しについては、まったく同じ思いで 

あり、年末に向けて最大限の努力をしていく。」という 

力強い発言がありました。 
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＜お問い合わせ先＞  

福井県北陸新幹線建設促進同盟会 

（事務局：福井県新幹線建設推進課）  

TEL：0776-20-0298   

Fax：0776-20-0729  

 E-mail：shinkansen@pref.fukui.lg.jp  

要望書 

宮下財務副大臣 

二之湯総務副大臣 

大塚国土交通大臣政務官 

公明党 

（井上幹事長、石井政務調査会長、漆原 WG メンバー） 


